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読書と学力
みなさんは、普段どれくらい読書をしていますか？

全国学力学習状況調査の分析の中で、「読書は好きかという設問に対し、好きに「当

てはまる」と回答した児童生徒の方が、国語、算数・数学、理科の全６教科で成績

が良かった。」という結論が出ていました。そして、これから皆さんがつけるべき力

についても、以下のように述べられています。

……全体として「知識・技能」の習得と思考力や表現力の活用との間に大きな

ギャップがあること、特に自分の考えを論理的に説明する「記述式」の問題に深

刻な課題があることが、改めて浮き彫りになりました。（中略）これからの教育に

求められるのは、知識をどう活用し、自らの考えを構築していくかという「思考

の体力」を育むことです。

せっかく知識はあるのに、その知識を生かして自分なりに考えて説明するのが苦

手な生徒が多い、ということです。自分自身に当てはまっていませんか？

読書は、書かれた内容をただ頭に入れるだけでなく、「なぜそうなるのだろう？」

「自分ならどう考えるだろう？」と、文章の行間を読み、思考を巡らせるトレーニ

ングになります。この 「思考力」こそが、全ての科目の学力を支える土台なのです。

また本は、時に皆さんの知らない世界、歴史、人の心模様を教えてくれます。そ

れは、人生の選択肢を広げ、深い教養を育むことにも繋がります。

つまり読書の習慣は、目先の成績だけでなく、自分の人生そのものを変える大き

なきっかけとなり得るということで、すぐには効果がなくても、心の奥にたくさん

の栄養をためておくことが、これからの自分を豊かに、実りあるものにしていって

くれるのです。

ぜひこの学校生活の中で、たくさんの本を手に取り、そこに眠る知識や感動とい

う宝物を、自分の力で発見してください。今は、読書の秋。始めどきです (*^-^*)

さて、「夏休みの宿題」として出していた動画、どれくらいの人が見てくれたでしょ

うか？ 皆さんの住む、この山手校区にある“国宝級の財産”について、せっかくな

のでぜひ知っておきましょう。（YouTube動画で見てね！）

【西条古墳群】（7分）

https://www.youtube.com/watch?v=nbxtdA36RxE

【加古川の歴史】（9分）

https://www.youtube.com/watch?v=zBTZ2v5znBU
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読書と学力（両面号外）
ノーベル賞は、物理学、化学、医学・生理学、文学、平和、経済学の各分野で、「人

類に最大の貢献をした人々」に贈られる、世界で最も権威ある賞です。日本人の受

賞が報じられるたびに、私たちは大きな感動と誇りを感じますね。

今回受賞されたお二人に共通するのは、「読書好き」という点と、「あきらめない

探究心」です。以下、朝日中高生新聞の記事をそのまま両面に掲載します。
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読書と学力（両面号外）
ノーベル賞を受賞するような偉大な発見や発明は、「なぜだろう？」「どうなって

いるのだろう？」という素朴な疑問からスタートしています。皆さんは今、様々な

学問に触れ、未来の扉を開くための基礎を築いています。その学習の中で、ただ点

数を取るためではなく、「なぜこれを学ぶのだろう？」と疑問を持ち、自分の頭で深

く考える時間を大切にしてください。きっと読書も、その選択肢を広げてくれます。


